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歯根膜における弾性線維の役割の探索

志　賀　百　年・川　元　龍　夫

九州歯科大学歯学部　健康増進学講座　顎口腔機能矯正学分野

平成29年12月14日受付
平成30年１月27日受理

Exploration of the role of elastic system fibers in the periodontal ligament
Momotoshi Shiga, Tatsuo Kawamoto

Kyushu Dental University
Division of Orofacial Functions and Orthodontics, Department of Health Promotion, Faculty of Dentistry

Abstract

　Elastic system fibers in humans are present in various tissues throughout the human body. These fibers 
exhibit extremely slow turnover；thus, their repair is delayed even during aging-related deterioration, 
leading to reduced tissue elasticity associated with disease. Deterioration of elastic system fibers 
contributes to pathological conditions, such as arteriosclerosis in the arteries and pulmonary emphysema in 
the lungs. Improper tooth alignment and periodontal disease are induced more frequently in the oral cavity 
area during the aging process；a major cause of these pathologies is the decline in homeostasis related to 
deterioration of elastic system fibers in the periodontal ligament.
　Marfan syndrome (MFS) is caused by mutations in the gene encoding fibrillin, the main constituent of 
elastic system fibers. Patients exhibit tall stature, long fingers, eye abnormalities (including crystal 
subluxation), heart valve abnormalities and aortic aneurysms. The relationship between fibrillin 
abnormalities and MFS pathology is attracting increasing attention, and there has been a variety of 
research on heart and lung tissue in MFS patients. The periodontal ligament contains two major fiber 
components：collagen fibers and elastic system fibers—most of these elastic system fibers are oxytalan 
fibers. However, there have been few research studies on deterioration of the elastic system fibers in the 
periodontal ligament and resultant effects on periodontal ligament homeostasis. In this report, we discuss 
the role of elastic system fibers in the periodontal ligament based on previously reported findings.

　Key words：elastic system fibers, periodontal ligament, fibrillin, periostin, TGF-β
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はじめに

　ヒトにおける弾性線維は肺，皮膚，眼，血管等，様々
な組織に存在し，組織に弾力を与えていると言われてい
る．弾性線維はオキシタラン線維，エラウニン線維，エ
ラスティック線維の３つの種類に分類されて，３者の違
いは主にエラスチンの含有量の違いである１）．弾性線維
の主要な構成要素は，10～12nmのフィブリリン含有ミ
クロフィブリル（FMF）である．エラスティック線維に
おいては，FMFがエラスチンの周囲に認められる．オ
キシタラン線維においてはエラスチンはなく，FMFの
束となる２）（図１-a）．
　Marfan症候群（MFS，MIM#154700）は全身の結合組
織異常により生じる疾患で，弾性線維の主な構成要素で
あるフィブリリンの遺伝子異常が原因である．高身長，
細長い指，などの骨格の異常，水晶体亜脱臼などの眼の
異常，心臓の弁の異常や大動脈瘤を主徴とする．発生頻
度は10万人に４～６人と推定されてるが，表現型が軽
度なものはさらに多く存在し頻度はもっと高いと考えら
れている．MFSは70％以上に不正咬合が認められると
の報告３）があり，矯正治療の適応となる場合も多いこと
から，矯正歯科外来に患者が訪れる可能性がある．平成
20年から本疾患患者に対する矯正治療が保険診療の対
象となり，今後矯正歯科を受診するマルファン症候群患
者の数も増加すると考えられる．矯正治療は口腔内の特
徴は高口蓋，狭窄歯列弓，叢生，上顎前突，開咬である．

弾性線維異常と病態のメカニズム

　MFSはフィブリリンをコードする遺伝子Ｆʙɴ︲₁変異
が原因であることから，当初はフィブリリンの量の減少
や異常なフィブリリンタンパクにより細胞外マトリック
スが物理的に異常をきたすことが疾患の原因であると考
えられていた．近年では，細胞外マトリックスとフィブ
リリンに関して解明されつつあり，この考えが見直され
ている４）．フィブリリンは直接的に細胞外マトリックス
と 結 合 し て い る の で は な く，Latency associated 
peptide （LAP）とTransforming growth factor 

（TGF）-βはSmall latent complex （SLC）を形成し，
さらにLatent TGF-β binding protein 1 （LTBP-1）
と結合したLarge latent complex （LLC）を介して結
合している（図１-b，c）．これによりTGF-βの安定化と
制御に関与している．フィブリリンが変異を起こすと
フィブリリンは酵素により分解されやすくなり，この刺
激でTGF-βが放出され活性型TGF-βとなり，細胞膜
にあるレセプターに過剰にTGF-βが結合する（図
２-a,b）．その結果TGF-βの下流シグナルであるSmad
などのリン酸化が起こり，これが疾患の原因と考えられ
るようになった５，６）（図２-c）．または，細胞に存在する
TGF-βの受容体自体の異常によるTGF-βの下流シグ
ナルに異常を起こすことが原因と考えられるようになっ
た７，８）．実際に，動物実験においてはTGF-β中和抗体
の有効性が報告され９），臨床においてはMFSの治療薬
としてTGF-βの活性を抑制するアンジオテンシンⅡ受
容体阻害薬であるロサルタンの効果が注目されてい

抄　　録

　ヒトにおける弾性線維は全身の様々な組織に存在する．弾性線維はターンオーバーが非常に遅く，加齢による劣化
が起きても修復が遅れ，組織の弾性の低下がおこり，疾患の発症原因となっている．例えば動脈においては動脈硬化，
肺においては肺気腫が弾性線維の劣化が病態と考えられている．口腔領域においては加齢とともに歯列の不正や歯周
病などが惹起される割合が高く，その一因として歯根膜の弾性線維の劣化に関連した恒常性の低下が考えられる．
Marfan症候群（MFS，MIM#154700）は弾性線維の主な構成要素であるフィブリリンの遺伝子異常が原因である．高
身長，細長い指，などの骨格の異常，水晶体亜脱臼などの眼の異常，心臓の弁の異常や大動脈瘤を主徴とする．MFS
はフィブリリンの異常と病態の関係が以前より注目され，心臓や肺などの組織を中心に研究が進んできた．歯根膜に
おいては線維成分の主要な構成要素はコラーゲン線維と弾性線維であり，弾性線維のほとんどは，オキシタラン線維
である．しかしながら歯根膜弾性線維の劣化と歯根膜恒常性に関しての研究報告はほとんどなく，その役割について
は依然，解明されていないことが多い．今回は歯根膜における弾性線維の役割に関して今までに報告された知見に基
づき解説するとともに，今後の展望に関して報告する．

　キーワード： 弾性線維，歯根膜，フィブリリン，ペリオスチン，TGF-β
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図１　弾性線維の構造
a：エラスティック線維ではエラスチンの周囲にフィブリリン含有ミクロフィブリルが
取り囲むように構成され，オキシタラン線維ではフィブリリン含有ミクロフィブリルの
みで構成される．b：弾性線維と細胞外マトリックス線維はLarge latent complexを介
して結合する．c：Large latent complexの構造を示す．潜在型TGF-βが結合した
Small latent complexを含む複合体であり，フィブリリンと細胞外マトリックスに結合
する．

LLC

TGF-β
LAP
LTBP-1

SLC: Small latent complex

LLC: Large latent complex

a.

b.

c.

図 1　弾性線維の構造　

図２　フィブリリンの変異によるTGF-bの活性化の機構
a：変異したフィブリリンは酵素による分解感受性が高まり，フィブリリンの分
解感受性が高まる．b：フィブリリンの分解による刺激でTGF-βの活性が促進
される．c：細胞にあるTGF-βレセプターに活性化されたTGF-βが過剰に結
合し，Smadなどの細胞内シグナルの亢進が起こる．

SmadJNK P38

TGF-β

図 2　フィブリリンの変異による TGF-ｂの活性化の機

a.

b.

c.
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（HPDL2）と比較したところ，M-HPL1は移植組織内に
おいて不規則な細胞の配列やフィブリリンの走行の乱れ

（図３-a,b）を確認し，培養細胞においてはぺリオスチン
mRNAの発現の低下（図４）を確認した13）．
　ぺリオスチンは創傷の治癒や再生過程において機能し
ていることが報告され，細胞増殖・アポトーシスなど組
織恒常性の維持に関与していると推測されている14）．
MFS患者においては健常者と比べ歯周病の罹患率が高
いとの報告があり15），歯根膜組織においても組織の修復
機構の異常とペリオスチン，さらにフィブリリンに何ら
かの関連性があることが予想された．そこで我々はヒト
の歯根膜細胞のＦʙɴ︲₁発現抑制によりフィブリリンとペ
リオスチンの関連の探索を試みた．その結果，培養歯根
膜細胞ではＦʙɴ︲₁の発現低下はぺリオスチンの発現を増
加させるという興味深い結果を見出した（図５）．

メカニカルストレスと歯根膜弾性線維

　歯根膜は咬合により断続的にメカニカルストレスに曝
される組織である．歯根膜は多様な間葉系細胞と上皮系
細胞が混合する細胞集団をなしており，最も豊富な細胞

る10，11）．MFSの臨床像は多様であり，これは後天的な
環境の違いやＦʙɴ︲₁の変異の位置や種類，それがTGF-
βとどれぐらい関連するかによるものであると予想さ
れ，今後のデータの蓄積が期待されている．

歯根膜中の弾性線維

　歯根膜は歯槽骨と歯根の間に存在する特殊な結合組織
である．歯根膜は様々な種類の細胞と線維から成り立っ
ており，線維成分では主要な構成要素はコラーゲン線維
と弾性線維があることが知られている．コラーゲン線維
は歯槽骨とセメント質を結合するように存在し，咬合力
に耐えるように歯を支持する役割がある．弾性線維は歯
根の長軸に平行に走行している．歯根膜中の弾性線維の
ほとんどは，オキシタラン線維であるが，歯根膜中の弾
性線維の役割については依然，解明されていないことが
多い．Ｆʙɴ︲₁が低発現するマウスの歯根膜では，コラー
ゲン線維の走行の乱れとぺリオスチンmRNA発現の有
意な減少が報告されている12）．我々はMFS患者より歯
根膜細胞を単離し不死化細胞（M-HPL1）を樹立した．
この細胞と正常な歯根膜細胞より確立した不死化細胞

図３　M-HPL1とHPDL2の移植組織における組織像
Marfan症候群患者から単離して不死化した歯根膜細胞（M-HPL1）と健常人か
ら単離して不死化した歯根膜細胞（HPDL2）をハイドロキシアパタイトと混合し
てマウスの背側皮下に移植し，１か月後の組織片をビメンチンにより染色した
組織像aとフィブリリン抗体により蛍光染色した組織像b．HPDL2では歯根膜細
胞の整然な配列が確認できるが，M-HPL1では細胞はハイドロキシアパタイト
周囲に存在し，排列も不規則である．フィブリリンの走行に関してもHPDL2は
整然と走行しているが，M-HPL1では走行が乱れている．

図 3　M-HPL1 と HPDL2 の移植組織における組織像　

HA

M-HPL1HA

HA

HPDL2

HA: , Bar =50 �m

HPDL2

HA

HA

HA

M-HPL1
HA

HA: , Bar =100 �m

a.

b.
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が線維芽細胞である．線維芽細胞はコラーゲンの合成・
分解を行い，歯根膜線維のリモデリングに重要な役割を
演じており，歯根膜は著しく高いコラーゲンの合成・分
解能を有することで，メカニカルストレスに対抗してい
ると考えられている．歯根膜の生体内に置ける状況と培
養環境に置ける状況を比較すると，メカニカルストレス
は大きな環境要因の違いであり，この違いが細胞の挙動
に変化をもたらすことが予想される．実際，ヒト歯根膜
細胞にメカニカルストレスを付加することで，フィブリ
リンはmRNA発現を増強し，その配列分布はストレス
方向に直行する特徴があることが報告されている16）．今
後は，我々の研究で得たデータによる細胞の挙動の違い
はメカニカルストレスが大きな要因と考え，メカニカル
ストレスによるペリオスチンの遺伝子発現の変化やタン
パクの変化，さらに歯根膜に発現する各種遺伝子の発現
の違いを探索し，歯根膜弾性線維の役割を明らかにした
いと考えている．
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on the skills of critical thinking and logical writing

Takaki Fukuizumi, Yoshio Kujira, Takahiro Nakahara,
Yasunari Fukai, Yasuomi Kaiho, Kenichi Yoshino

Section of Primary Dental Education, Kyushu Dental University

Abstract

　It has been pointed that there is a conspicuous trend toward the weakening of university freshmenʼs 
motivation for study and sense of purpose.  In this situation, we play an important role in enabling 
freshmen to understand how to tackle problems and learn by themselves.  Therefore, we investigated the 
effect of a freshman education program on studentsʼ skills of critical thinking and logical writing.  We 
evaluated the critical thinking and logical writing skills of 120 Kyushu Dental University students.  First, 
we compared the total score of the skills using ratings based on a questionnaire method.  Second, we 
judged the learning effectiveness of the freshman education program by using an achievement degree 
grasping system based on a critical thinking test.  Finally, we administered a questionnaire survey to 
freshmen and faculty members before and after they attended the program in order to investigate how 
their impressions of the program changed.
　We observed that the freshman education program significantly enhanced the studentsʼ ability to confirm 
the validity of evidence for critical thinking and their attitude skills such as grasping the discussion and 
being focused on indirect noticing.  Furthermore, the program also significantly improved the total skill 
score in the studentsʼ logical writing.  The results of the questionnaire survey given to freshmen and 
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Ⅰ．緒　　言

　中央教育審議会の平成20年12月の答申１）において，大
学における入学者選抜をめぐる環境変化，高等学校での
履修状況や入試方法の多様化等を背景に，入学者の在り
方も変容しており，総じて学習意欲の低下や目的意識の
希薄化などが顕著となっていると指摘されている．また，
同会の平成24年８月の答申２）において，初等中等教育，
特に高等学校教育と高等教育の接続や連携が必ずしも円
滑とは言えない現状で，改善を要する状況が生じている
とも指摘されている．
　このような状況を受けて，学生に自ら学び考える習慣
を身に付け，新しい学びの段階への円滑な移行を，学士
課程教育の入口において支援することが重要であるとい
われている３）．実際，入学直後の第一学年において入学
者を支援する取組として，いわゆる初年次教育を実施す
る大学が増えている．中央教育審議会では，初年次教育
を，「高等学校や他大学からの円滑な移行を図り，学習
および人格的な成長に向け，大学での学問的・社会的な
諸経験を成功させるべく，主に新入生を対象に総合的に
つくられた教育プログラム」と定義している１）．さらに，
国立教育政策研究所では，この初年次教育の内容を，①

スタディ・スキル系，②スチューデント・スキル系，③
オリエンテーションやガイダンス，④専門教育への導入，
⑤教養ゼミや総合演習など学びへの導入を目的とするも
の，⑥情報リテラシー，⑦自校教育，⑧キャリアデザイ
ンの８領域に分類している４）．
　平成26年の文部科学省の調査報告５）によると，平成24
年度において，全国の93.4％の大学が，初年次教育を導
入している．また，各大学が初年次教育として実施して
いる取組内容で多いものは，「レポート・論文の書き方
等の文書作法」が81.9％，「プレゼンテーション等の口
頭発表の技法」が73.6％，「将来の職業生活や進路指導
に対する動機付け」が71.4％，「学問や大学教育全般に
対する動機付け」が70.6％となっている．本研究で実施
したプログラムと同様の「論理的思考や問題発見・解決
能力の向上のためのプログラム」については，全国の
54.2％の大学で実施されており，平成20年度の調査時の
41.1％から13.1％増加していた．
　医療系大学においては，一般の学部とは，新入生の状
況が多少異なることが推察されるものの，我々が，平成
23年に国内の全ての医学部および歯学部108校を対象に
実施した調査６）でも，回答があった80校のうち，１校以
外の全ての大学（学部）で初年次教育を実施していた．こ

faculty members suggested that we need to make further efforts to improve the freshmenʼs level of 
satisfaction.

　Key words：freshman education program, study skill, critical thinking, logical writing

抄　　録

　近年，大学新入生の学習意欲の低下や目的意識の希薄化などが顕著となっていると指摘されている．このような状
況から，学生に自ら学び考える習慣を身に付け，新しい学びの段階への円滑な移行を，学士課程教育の入口において
支援することが重要であるといわれている．我々は，大学での学修および人格的な成長に必要な「考える力」と「主
張する力」を学修する初年次教育プログラムが，歯学部新入生のクリティカルシンキングおよびロジカルライティン
グに関するスキルの向上に及ぼす効果を検討した．九州歯科大学１年次生を対象として，初年次教育プログラム受講
前後のクリティカルシンキングとロジカルライティングの総合スキルを自記式質問紙によってスコア化して比較し
た．同様に，「批判的思考力テスト」を用いたクリティカルシンキングの習熟度評価によって，初年次教育プログラ
ムの学修効果を判定した．また，教員および学生にアンケートを行い，受講前後の印象等を調査した．クリティカル
シンキングについては，ほとんどの領域においてスコアが有意に上昇していたが，「議論を正確に把握する」能力に
ついては，有意な変化が認められなかった．ロジカルライティングについても，総合スキルのスコアが有意に上昇し
ていた．教員および学生アンケートの結果からは，一部の項目で学生の満足度を向上させる取組の必要性が示唆され
た．

　キーワード： 初年次教育，スタディ・スキル，クリティカルシンキング，ロジカルライティング
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た103名（歯学科79名，口腔保健学科24名）の回答を解析
した．また，受講後アンケートについては，受講学生に
加え，本セミナーのグループ学習を担当した教員28名

（歯学科16名，口腔保健学科12名）についても調査対象
とし，本研究に同意し，回答のあった25名（歯学科13名，
口腔保健学科12名）の回答を解析した．

２．グループ学習の内容
　前述のとおり，「クリティカルシンキング・ロジカル
ライティング」をテキストとして，グループ学習により，
前期の基礎教育セミナーⅠでは主にクリティカルシンキ
ングを，後期に基礎教育セミナーⅡでは主にロジカルラ
イティングを，それぞれ学修した．
　具体的には，クリティカルシンキングについては，「大
学での学び」としてどんなことが求められているか，ク
リティカルシンキングとロジカルライティングとは何
か，相手の発言（文章）を正確に理解する「議論の明確化」・

「隠れた前提」・「根拠の確かさ」についての概要の把握，
普段授業を受けるときや資料を読むときに意識すべき
点，「問題解決」に向けた状況整理・分析・判断という
一連の流れの実践などを学修した．
　ロジカルライティングについては，ロジカルライティ
ングの基本構造となるロジライトライアングル（主張→
３つの根拠→念押し）の把握，主張や意見を考える際に
主観的な根拠に加えて客観的な根拠を出す必要性の理
解，根拠を整理してまとめる作業の実践，ロジライトラ
イアングルに即して書いた文章に対するグループ内での
相互チェック，クリティカルシンキングとロジカルライ
ティングとを共に使うことによって学びの質を高めるこ
と，資料作成・プレゼンテーション・ディスカッション
におけるクリティカルシンキングとロジカルライティン
グの実践，大学で身に付けた「スキル」を社会に出てか
ら活用する重要性などを学修した．

３．調査内容
　本学１年次生に実施した本セミナーの開講時（４月）お
よび終講時（１月）に，自記式質問紙による調査を行った．
調査内容は，使用したテキスト「クリティカルシンキン
グ・ロジカルライティング」に付属するクリティカルシ
ンキングおよびロジカルライティングの判定表によるス
キルの評価，「大学生基礎力調査」によるクリティカル
シンキングの習熟度評価，受講前後の印象に関するアン
ケートの３つとした．

の調査では，70.0％の歯学部が新入生のスタディ・スキ
ルに問題があると回答し，81.5％の歯学部でスタディ・
スキルに関する初年次教育を１年次前期に実施してい
た．しかし，これまでに，歯学部新入生に対する初年次
教育に関する報告は，全般的なスタディ・スキルに関す
る報告７）に留まっており，論理的思考等の向上を図るた
めの教育プログラムの学修効果を検証した報告はほとん
ど見当たらない．
　論理的思考等の向上を図るために重要な教育領域とし
て，クリティカルシンキングとロジカルライティングが
挙げられる．クリティカルシンキングとは，与えられた
情報をうのみにせず，一度立ち止まって複数の視点から
注意深く考えるという「批判的思考」のこととされてい
る．また，ロジカルライティングとは，読み手だけでな
く書き手にとっても分かりやすい論理的な文章を書くこ
ととされている８）．
　そこで，我々は，スタディ・スキルのなかでも，大学
での学修および人格的な成長に必要な「考える力」と「主
張する力」を重視し，「考える力」としてクリティカル
シンキングを，「主張する力」としてロジカルライティ
ングを，それぞれ学修する初年次教育プログラムが，歯
学部新入生のクリティカルシンキングおよびロジカルラ
イティングに関するスキルの向上に及ぼす効果を，客観
的指標によって検討することを本研究の目的とした．

Ⅱ．対象および方法

１．調査対象
　九州歯科大学では，平成25年度に，１年次生において，
歯学科および口腔保健学科とも，前期に基礎教育セミ
ナーⅠ（30時間），後期に基礎教育セミナーⅡ（30時間）
を，それぞれ必修科目として開講した．この基礎教育セ
ミナーⅠおよびⅡ（以下，本セミナーという．）では，１
グループ８名程度にファシリテーターの教員１名（一般
教育系，基礎系，臨床系の教員うち，本プログラムへの
協力を承諾した者）を配置して，グループ学習を行った．
このグループ学習においては，「クリティカルシンキン
グ・ロジカルライティング」（（株）ベネッセコーポレー
ション（当時，現（株）ベネッセi-キャリア））８）をテキス
トに使用し，具体例を用いながら，クリティカルシンキ
ングおよびロジカルライティングのスキルアップを図っ
た．
　本研究の調査対象は，平成25年４月に本学に入学し
た１年次生120名（歯学科95名，口腔保健学科25名）とし
た．120名の入学者のうち，本研究に同意し，回答のあっ
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化」，プロセス２「推論の土台の検討」，プロセス３「推
論」に則った大問形式３題（題材は広告，新聞，論文）の
ほか，同プロセスの２～３の推論の部分に絞った短文形
式を１題，さらに語彙を４問含む，全18問から構成さ
れたものであった．このうち，大問形式の３題は，文章
と資料からなる非連続テキストであるPISA ９）型の問題
形式であった．第２部の「パーソナリティ検査」は，
224問の小問から構成されており，18項目の「社会的強
み」を判定できる設問となっていた．
　３）受講前後の印象に関するアンケート
　受講前後の印象に関するアンケートは，５つの設問区
分に各５問，計25項目の設問に，それぞれ５段階の評
価を記号選択式で回答するもので，本セミナーの終講時

（１月）に実施した．設問項目の内訳は，クリティカルシ
ンキングに関する５項目，ロジカルライティングに関す
る５項目，課題図書に関する５項目，キャリアデザイン
に関する５項目，全体を通じて５項目の計25項目であ
る．本研究においては，このうちクリティカルシンキン
グに関係が薄いと考えられるキャリアデザインの設問区
分を除いた，４つの設問区分の20項目について検討し
た．

４．結果の解析
　クリティカルシンキングおよびロジカルライティング
のスキルの評価については，Wilcoxonの符号付順位和
検定を用い，「批判的思考力テスト」によるクリティカ
ルシンキングの習熟度評価については対応のあるt検定
を用い，それぞれ本セミナーによる学習効果を判定した．
受講前後の印象に関するアンケートについては，Mann‒
WhitneyのU検定を用い，学生と教員の意識の相違を比
較 し た． 統 計 処 理 は， 統 計 ソ フ トIBM SPSS 
Statistics® （version 22.0, IBM Corporation, 
Somers, NY）を使用して行った．

５．倫理的配慮
　本研究は，調査開始前に，対象者に本研究の主旨を十
分に説明し，同意を得た者を対象に実施した．本調査の
結果は，連結可能匿名化して集計した．匿名化符号と個
人識別情報との対応表は研究代表者のみが厳重に管理
し，必要な場合の対応表の閲覧は，研究代表者の臨席の
場でのみ可能とすることで，個人情報保護に配慮した．
　なお，本研究は，九州歯科大学研究倫理委員会の承認

（承認番号：13-51）を得て実施した．

　１）  クリティカルシンキングおよびロジカルライティ
ングのスキルの評価

　クリティカルシンキングのスキルの評価に用いた判定
表は，グループ学習のテキストに使用した「クリティカ
ルシンキング・ロジカルライティング」に付属する自記
式調査票で，「態度編」と「実力編」の２つの側面から
クリティカルシンキングのスキルを判定した．「態度編」
のシートでは，「普段あなたが文章を読む時や議論をす
る時に，以下の事柄がどのくらいあてはまるか，『あて
はまる』から『あてはまらない』までの４段階」から１
つ選択する形式で，「議論を正確に把握する」姿勢，「表
れていない考えに着目する」姿勢，「根拠自体が妥当か
を確認する」姿勢について，それぞれ３項目の設問に各
４ポイント満点，計12ポイント満点で評価した．「実力
編」のシートでは，具体的な事例として，ウェブ相談室
での相談者と回答者のやりとおよび同サイトの閲覧者に
よる質問リストを提示したうえで，該当する設問項目の
有無をチェックし，「議論を正確に把握する」能力，「表
れていない考えに着目する」能力についてはそれぞれ３
ポイント満点で，「根拠自体が妥当かを確認する」能力
については４ポイント満点で評価した．ロジカルライ
ティングのスキルの評価に用いた判定表も，クリティカ
ルシンキングのスキルの評価に用いた判定表と同様に，

「クリティカルシンキング・ロジカルライティング」に
付属する自記式調査票で，ロジカルライティングの３つ
のポイントに沿って，「主張・意見」２項目，「根拠」５
項目，「念押し」１項目の設問に対する該当の有無によっ
て，８ポイント満点で評価した．
　２）  「大学生基礎力調査」によるクリティカルシンキ

ングの習熟度評価
　「大学生基礎力調査」は，株式会社ベネッセコーポレー
ション（当時，現（株）ベネッセi-キャリア）が実施する初
年次教育支援調査（テスト）であり，第１部の「批判的思
考力テスト」，第２部の「パーソナリティ検査」，第３部
の「アンケート調査」の三部構成となっている．第１部
の「批判的思考力テスト」ではクリティカルシンキング
に関する能力を，第２部の「パーソナリティ検査」では
社会的強みを，第３部の「アンケート調査」では学修環
境や進路・職業に対する意識などを，それぞれ判定でき
る内容となっている．本研究では，このうち第１部の「批
判的思考力テスト」と第２部の「パーソナリティ検査」
とを実施した．
　第１部の「批判的思考力テスト」は，クリティカルシ
ンキングの３つのプロセス，すなわちプロセス１「明確
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上していた．「議論を正確に把握する」能力については，
有意な変化は認められなかった．
　３）ロジカルライティングのスキルの変化
　クリティカルシンキングのスキルの評価に用いた判定
表と同様に，テキストに付属する自記式調査票でロジカ
ルライティングのスキルの評価したところ，本セミナー
受講後にポイントの有意の増加が認められ，ロジカルラ
イティングのスキルが有意に向上していた（ｐ＜0.01）．

２．  「大学生基礎力調査」によるクリティカルシンキン
グの習熟度の変化

　１）  「大学生基礎力調査」によるクリティカルシンキ
ングに関する得点の変化

　「大学生基礎力調査」の一部である「批判的思考力テ
スト」を用い，本セミナーの受講前後でクリティカルシ
ンキングの習熟度評価を行ったところ，学生の「批判的
思考力テスト」の平均点は，本セミナー受講前の50.0点
から受講後には54.5点となり，4.5点増加した（ｐ＜0.01，
表２）．また，得点階級ごとの人数分布も，受講前は50
～ 59点が最多であったが，受講後は60 ～ 69点が最多と
なり，得点分布が高得点側にシフトした（図１）．得点順
位を，上位から25％ごとにA層～ D層に層別化すると，

Ⅲ．結　　果

１．  クリティカルシンキングおよびロジカルライティン
グのスキルの変化

　１）クリティカルシンキングに臨む姿勢の変化
　グループ学習のテキストに使用した「クリティカルシ
ンキング・ロジカルライティング」８）に付属する自記式
調査票のうち，「態度編」として結果が示されるクリティ
カルシンキングに取り組む姿勢については，「議論を正
確に把握する」姿勢，「表れていない考えに着目する」
姿勢，「根拠自体が妥当かを確認する」姿勢のいずれに
おいても，本セミナー受講後にポイントの有意の増加が
認められ，取り組み姿勢が有意に向上していた（ｐ＜0.01，
表１）．
　２）クリティカルシンキングの能力の変化
　グループ学習のテキストに使用した「クリティカルシ
ンキング・ロジカルライティング」８）に付属する自記式
調査票のうち，「実力編」として結果が示されるクリティ
カルシンキングの能力については，「表れていない考え
に着目する」能力（ｐ＜0.05）および「根拠自体が妥当か
を確認する」能力（ｐ＜0.01）において，本セミナー受講
後にポイントの有意の増加が認められ，能力が有意に向

表１　クリティカルシンキングおよびロジカルライティングのスキルの変化
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付けられる「推論」のプロセスの正答率が，本セミナー
受講前の23.5％から受講後に35.4％となり，11.9％の上
昇が認められた（ｐ＜0.01）．クリティカルシンキングの
プロセスの前段に位置付けられる「明確化」および同プ
ロセスの中段に位置付けられる「推論の土台の検討」の
プロセスの正答率は，本セミナーの受講後に有意な変化
は認められなかった．
　３）  「批判的思考に関わる態度」および「社会的強み」

の変化
　「批判的思考力テスト」のうち，「クリティカルシンキ
ングに関わる態度」に関する設問（設問19 ～ 27）では，「議
論の確かさ」および「隠れた前提」に関する態度につい
て，セミナーの受講後に有意に向上した項目が認められ
た（ｐ＜0.01またはｐ＜0.05）．「議論の明確化」については，
本セミナーの受講後に有意な変化は認められなかった

（図３）．
　また，「大学生基礎力調査」の一部である「パーソナ
リティ検査」で判定される18項目の「社会的強み」に
関する評価項目では，「対人関係力」および「社会的な
態度」について，本セミナー受講後に偏差値が有意に向
上した項目が認められた（ｐ＜0.01またはｐ＜0.05）．「自
己コントロール力」については，本セミナーの受講後に
有意な変化は認められなかった．

受講前の成績が悪かったC層とD層で，有意に得点の上
昇が認められた（ｐ＜0.01）．
　２）  「批判的思考力テスト」大問別正答率とプロセス

別正答率の変化
　「批判的思考力テスト」について，問題形式別に層別
化して正答率の変化を調べたところ，長文の論文形式の
文章に対するクリティカルシンキングの能力を問う問題
の正答率が，本セミナー受講前の34.5％から受講後には
40.5％となり，6.0％の上昇が認められた（ｐ＜0.05）．語
彙，短文形式，長文問題の広告形式および新聞形式の問
題においては，本セミナーの受講後に有意な変化は認め
られなかった（図２）．
　一方，短文形式と長文形式を通して，クリティカルシ
ンキングのプロセス別に層別化して正答率を比較したと
ころ，クリティカルシンキングのプロセスの後段に位置

表２　  「批判的思考力テスト」によるクリティカルシンキング
に関する得点の推移

図２　  「批判的思考力テスト」の大問別正答率とプロセス別正
答率の変化

図１　「批判的思考力テスト」の得点分布と層別得点の変化
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　課題図書に関する５項目の設問のうち，「受講前の印
象」および「受講後の印象」では，学生よりも教員のス
コアが有意に高かった（ｐ＜0.05）．他の３項目において
は，学生と教員の間で有意差は認められなかった．
　全体を通じた５項目の設問のうち，「受講前の印象」
および「受講して役立ったと思う」では，学生よりも教
員のスコアが有意に高かった（ｐ＜0.01またはｐ＜0.05）．
他の３項目においては，学生と教員の間で有意差は認め
られなかった．

Ⅳ．考　　察

　初年次教育プログラムの受講により，クリティカルシ
ンキングに臨む姿勢については，すべての領域で向上し

３．受講前後の印象に関するアンケート結果
　本セミナーの終講時（１月）に実施した受講前後の印象
に関するアンケートにおいて，クリティカルシンキング
に関係が薄いと考えられるキャリアデザインの設問区分
を除いた４つの設問区分について検討した．
　クリティカルシンキングに関する５項目の設問のう
ち，「受講前の印象」，「受講後の印象」および「授業は
面白かったか」では，学生よりも教員のスコアが有意に
高かった（ｐ＜0.01またはｐ＜0.05，表３）．他の２項目に
おいては，学生と教員の間で有意差は認められなかった．
　ロジカルライティングに関する５項目の設問において
は，いずれの設問についても，学生と教員の間で有意差
は認められなかった．

図３　「クリティカルシンキングに関わる態度」および「社会的強み」の変化
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表３　受講前後の印象に関するアンケート結果
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性の観点から判断することに比較的慣れた理系受験科目
選択者である歯学部新入生にとっては，どちらかという
と修得しやすいステップであった可能性がある．
　クリティカルシンキングは，能力やスキルを持ってい
るだけでは充分に発揮されず，読解や討論の場において
うまく発揮する態度が重要であるとされている11）．態度
スケールと能力スケールには一定の相関が認められるこ
とが過去の報告で示されていることから12），今回の結果
で態度指標の４項目において肯定的回答率が向上したこ
とが，クリティカルシンキングのスキルの向上に寄与し
た可能性が示唆された．また，クリティカルシンキング
に関する能力は，個人単位の学びよりもグルーブディス
カッションを行う方がより向上すると言われてい
る13，14）．今回の結果で社会的強みについて，対人関係
力の３項目で，社会的な態度の４項目で，それぞれ偏差
値が向上していた．このことから，対人関係と社会的態
度の向上を通じて，初年次教育プログラムにおけるグ
ルーブディスカッションが円滑化し，クリティカルシン
キングに関する能力の向上にも寄与した可能性が推察さ
れた．
　一方，ロジカルライティングのスキルについては，８
項目の設問に対して，それぞれ達成しているか否かを判
定する形式であったため，習得すべきポイントが明確に
なり，スキルを修得しやすかったのではないかと考えら
れる．我が国の初年次教育におけるロジカルライティン
グまたはアカデミックライティングの教育については，
その学修効果の観点から，従来行われていた文法知識の
習得度や作品の完成度という結果よりも，日常の学修過
程で生み出される作品を通じたプロセスを重視する教育
が主流となっている15）．今回，我々は，各学生が作成す
る文章を用いて行うグループワークの過程で，学生自ら
が自分のロジカルライティングのスキルの到達度などを
確認しながら学修できるプログラムを実施しており，こ
のこともロジカルライティングのスキルの向上に寄与し
たかも知れない．なお，ロジカルライティングに関する
教育を行う際には，学士課程の専門性の相違等も加味し
たうえで，各大学で期待されるロジカルライティングの
スキルを明確化し，その評価を可視化することが重要と
いわれている16）．今後，歯学部の学生に求められるロジ
カルライティングのスキルの明確化と評価のあり方につ
いて，さらなる検討が必要と考えられる．
　今回の初年次教育プログラムの受講前後の印象に関す
るアンケートで，クリティカルシンキングに関係が深い
と思われる20項目のうち13項目では学生と教員の意識

ていた．また，実際のクリティカルシンキングの能力に
ついては，「表れていない考えに着目する」能力および「根
拠自体が妥当かを確認する」能力において，有意な向上
が認められた．本セミナーにおいて使用したテキスト「ク
リティカルシンキング・ロジカルライティング」におい
て，「根拠の確かさ」を検証するポイントとして，「根拠
の強さ」と「根拠の数」を挙げている．さらに「根拠の
強さ」を検証する指標として，「根拠は事実か意見か」，「比
較対照群はあるか」，「調査対象数は適切か」，「多くの要
因を考えているか」という具体的判断材料を提示してい
る９）．また，「根拠の数」については，対象となる根拠
の数を数値として明示的にカウントすることができる．
このため，ほとんどが理系受験科目選択者である歯学部
新入生には，スキルを修得しやすかったのではないかと
考えられる．しかし，「議論を正確に判断する」能力に
ついては，主として文章の構成や論旨の飛躍がないかな
ど，記述内容を詳細に読解する必要があるため，歯学部
新入生にはやや難易度が高かったため，課題に取り組む
姿勢の向上は見られたものの，具体的な能力の向上に至
らなかったのではないかと推察される．
　本研究で使用した「批判的思考力テスト」において，
クリティカルシンキングの習熟度をみると，受講者全体
で比較した場合，初年次教育プログラムの受講前よりも
受講後に有意に増加した．このとき，受講前の「批判的
思考力テスト」の得点順位によって受講者を４階級に層
別化して検討したところ，上位２階級では受講前後で得
点に有意の変化が認められなかったが，下位２階級では
得点が著しく増加していた．得点順位の上位２階級の学
生では，受講前から平均点を大きく超えるスキルをもと
もと持っていたため，受講によるクリティカルシンキン
グの習熟度に有意な変化が認められなかったのではない
かと考えられる．一方，下位２階級では，受講前は平均
点をかなり下回るスキルであったため，受講による学修
効果によってスキルの向上が顕著に認められたものと推
察される．このことは，初年次教育として実施されるプ
ログラムのなかで，学生への効果が比較的高く表れるの
は，スキルに関するものであるという過去の報告とも一
致している10）．
　クリティカルシンキングの認知的なプロセスのなかで
も，推論のステップは，かなり論理学的であると位置付
けられている11）．今回，「批判的思考力テスト」のプロ
セス別正答率において，この推論部分で有意な得点の向
上が認められた．演繹や帰納および価値の判断といった
推論のステップで重要となる要素について，科学的合理

09-19_本文007-017_福泉先生_02a.indd   15 18/12/03   10:59



― 16 ― 九州歯会誌　第72巻第１号　2018

美先生，園木一男先生，千綿かおる先生，辻澤利行先生，
引地尚子先生，北村知昭先生，細川隆司先生に篤く御礼
申し上げます．
　本論文の一部は，第33回日本歯科医学教育学会学術
大会（平成26年７月４日，北九州）において発表した．
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の相違は認められなかったが，７つの項目で学生よりも
教員の満足度が上回る結果が示されていた．このことか
ら，初年次教育プログラムの実施にあたっては，さらに
学生の満足度を向上させる取組の必要性が示唆された．
　最後に，中央教育審議会大学教育部会の平成24年３
月の審議まとめ17）においては，「学生の『生涯学び続け，
どんな環境においても“答えのない問題”に最善解を導く
ことができる能力』を育成することが大学教育の直面す
る大きな目標」とされ，どんな状況にも対応できる多様
な人材育成が学士課程教育で重要だと指摘されている．
また，歯学教育の改善・充実に関する調査研究協力者会
議の平成21年１月の第１次報告18）においても，「歯学教
育全体を通して，学生が主体的に考える力を育成する課
題発見・問題解決型の学習を充実する」ことが提言され
ている．本研究の結果から，歯学部における初年次教育
プログラムによってクリティカルシンキングおよびロジ
カルライティングのスキルを有意に向上させることがで
きることが示されたことから，初年次教育プログラムは
歯学部学生の「考える力」と「主張する力」を充実させ
ることができ，学士課程教育に求められる社会的要請に
も応えられる優れた教育プログラムであると考えられ
る．さらに，初年次教育プログラムの評点と１年次終了
時および２年次終了時のいずれの時点での平均GPAと
は，非常に強い相関を示すことが明らかにされてい
る19）．したがって，入学直後の１年次前期において，「考
える力」と「主張する力」を充実させることができる初
年次教育プログラムを実施することは，歯学部における
６年間の学士課程教育全般の更なる向上にも貢献できる
可能性があることから，修学上大きな意義のある教育プ
ログラムであると考えられる．

Ⅴ．結　　論

　初年次教育プログラムの受講によって，クリティカル
シンキングおよびロジカルライティングのスキルを有意
に向上できることが示された．ただし，一部の項目につ
いては，学生の満足度を向上させる取組等の運用面にお
ける若干の改善の必要性も示唆された．

　稿を終えるにあたり，本学における平成25年度の初
年次教育プログラムの実施にあたり，多大なるご協力を
いただきました平川要先生，遠藤眞美先生，鬼塚千絵先
生，村岡宏祐先生，中道郁夫先生，向坊太郎先生，瀬田
祐司先生，西田郁子先生，永松有紀先生，永松浩先生，
秋房住郎先生，井上博雅先生，久保田浩三先生，日髙勝
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